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ふるさと太子応援基金寄附（ふるさと納税）ふるさと太子応援基金寄附（ふるさと納税）
みんなでめざします　豊かな緑と歴史を活かした元気のあるまち　太子町

７月１日（水）より「ふるさと太子応援基金寄附」（ふるさと納税）がリニューアル！
　ふるさと納税制度は「ふるさとに貢献したい」「ふるさとを応援したい」という思いを、寄附というかたちで表して頂くも
ので、自分が応援したいと思う地方自治体へ寄附をして頂くと、個人が2,000円を超える寄附をしたときに、住民税と所得税
の控除が受けることができます。（※）
　町では、応援してくださる皆さんの寄附金を財源とした「ふるさと太子応援基金」で、ふるさと太子のまちづくりを進める
ため、太子町出身の人だけでなく、太子町にゆかりのある人、また、太子町が好きで応援したいという全国の人からの応援を
募っています。
※�控除を受けるには原則として確定申告が必要です。また、控除される金額は寄附をする人の収入や家族構成、その他の所得
控除などにより異なります（平成27年４月１日から「ふるさと納税ワンストップ特例制度」が始まっています。詳しくは、ウェ
ブサイトをご覧ください）。
　太子町を応援するために頂いた寄附金は、皆さんのご厚意にお応えするため、４つの事業（応援メニュー）に、貴重な財源
として活用させて頂きます。
　寄附する際に選択して頂いた応援メニューに関連した事業資金として、皆さんからの寄附金を大切に使わせて頂きます。
ふるさと太子を応援するメニュー
～４つの使い道～
（１）歴史資源と自然環境の保全と活用に関する事業
　○活用事業例
　◦歴史遺産、文化財の保存と活用　　◦自然環境の保全　　◦観光の振興　　◦太子ブランドの開発
（２）未来を担う子どもたちの健やかな成長に関する事業
　○活用事業例
　◦子育て支援サービスの充実　　◦子ども安全見守り体制の強化　　◦教育環境の整備
（３）住民との協議によるまちづくり事業
　○活用事業例
　◦まちづくり活動の支援　　◦ボランティア団体などへの活動支援　　◦歴史学習、担い手の育成
（４）（１）～（３）以外で、町長が必要と認める事業（上記以外で、豊かな緑と歴史を活かした元気のあるまちづくりを推進する
うえで、町長が必要と認める事業に活用させて頂きます）

応援寄附のお礼として「ふるさと特産品」をお贈りします
　１万円以上の寄附をされた人に感謝の気持ちを込めて、町内の事業者が提供する「ふるさと特産品」をお贈りします。
　寄附金額に応じた町の特産品のメニューの中から、お好きなものをお選び頂きます。特産品の贈呈回数に制限はなく、お一
人、年何回でも寄附ができます。
寄附の申込み方法
①「ふるさと太子応援基金寄附専用ウェブサイト」から申し込む。
　�「ふるさと太子応援基金寄附」について、寄附の方法、特産品の内容、その他詳しいことは、「ふるさと太子応援基金寄附専
用ウェブサイト」をご覧ください。
　【専用ウェブサイト】http://www.citydo.com/furusato/official/osaka/taishi/
　※専用ウェブサイトのご利用は、７月１日（水）午後３時から開始。町ホームページからもご覧頂けます。
②所定の「寄附申込書」を使って申し込む。
※�寄附申込書は、町ホームページからダウンロード、総務政策グループで入手できるほか、電話・ファックス・Ｅメールで町
に請求して頂ければ送付します。

ふるさと納税をかたった「振り込め詐欺」などには十分ご注意ください！
　「ふるさと太子応援基金寄附」では、寄附申込みを頂いた人以外に、特定の口座への振り込みを求めることはありません。

「ふるさと特産品」の出品事業者を大募集！
　町では、「ふるさと太子応援基金寄附」を頂いた人へ、お礼として地元企業や事業者から出品頂いた「ふるさと特産品」
を贈呈することで、太子町の魅力的な特産品などを、全国の多くの人に知って頂きたいと考えています。太子町の魅力を
発信できる「ふるさと特産品」を出品して頂ける事業者を募集しています。
※特産品代と送料は町が負担します。

【出品事業者のメリット】
◦町のホームページなどをつうじて、町内外に事業者名、商品などがＰＲできます。
◦特産品発送時にＰＲチラシが同封できるので、事業者名、商品などがＰＲできます。
◦ホームページをお持ちの事業者は、ふるさと寄附金専用ホームページにリンクさせて頂きます（無料）。
　特典出品事業者の要件や手続きなど詳しくは、町ホームページをご覧頂くか、下記へお問い合わせください。

◆問合せ　総務政策グループ　☎98-0300

ふるさと太子応援基金寄附（ふるさと納税）
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後期高齢者医療保険料の決定

後期高齢者医療制度における保険料の軽減措置

保険医療機関等での自己負担割合

現役並み所得者の判定

後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証

　75歳以上の皆さんがご加入の「後期高齢者医療保険」では、平成27年８月から「後期高齢者医療被保険者証」が“橙
色”に変わります。
　新しい被保険者証は、７月下旬までにお手元に送付します。有効期限は、平成28年７月31日までの１年間です。
　また、現在お持ちの被保険者証（水色）の有効期限は、平成27年７月31日までとなっており、それ以後はご使用
になれませんのでお気をつけください。
○新しい被保険者証（橙色）は、お手元に届いたときからご使用頂けます。
○�被保険者証の送付の際に「ジェネリック医薬品希望カード」を同封しています。ジェネリック医薬品を希望される
場合は、そのカードを医師・薬剤師に提示してください。

　平成27年度の後期高齢者医療保険料の決定（本算定）に従い、被保険者の皆さんに保険料額決定通知書及び納入通
知書を送付しますので、内容をご確認ください。
　保険料の納入方法は、年金から直接納めて頂く「特別徴収」と、口座振替や納付書等で納めて頂く「普通徴収」の
２通りに分かれます。
　また、年度途中に被保険者となられた人は、資格を取得した月から月割で保険料を納めて頂きます。
※�「特別徴収（年金からのお支払い）」を口座振替に変更することができます。希望される人は、手続きが必要です
のでご相談ください。

　平成27年度も、平成26年度と同様に保険料軽減措置を行います。「保険料額決定通知書」に軽減額などが記載され
ていますので、ご確認ください。
　また、軽減額は被保険者証送付の際に同封している「後期高齢者医療制度のしおり（保険料の項目）」をご覧ください。

　自己負担割合は、毎年８月１日現在で当該年度（４月～７月までは前年度）の「地方税法上の各種所得控除後の所
得（課税標準額）」により定期判定を行います。
　医療機関での自己負担割合は、「一般の人は１割」、「現役並み所得者は３割」となります。

　「地方税法上の各種所得控除後の所得（課税標準額）」が145万円以上ある後期高齢者医療制度の被保険者及び
この人と同じ世帯に属する被保険者は、すべて現役並み所得者として３割負担となります。
※詳しくは、「後期高齢者医療制度のしおり（お医者さんにかかるとき）」をご覧ください。

　後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証（減額認定証）は、医療機関に入院や通院した際に窓口で提示
すると、医療費の自己負担限度額や食事代の負担が軽減されるもので、住民税非課税世帯に属する被保険者が対象と
なります。対象となり、交付を希望される場合は、保険医療グループへご相談ください。

◆問合せ
◎制度全般に関すること
　大阪府後期高齢者医療広域連合事務局

◎保険料の納付、その他各種届出に関すること
　保険医療グループ　☎98-5516

お も な 業 務 内 容 担当 電話番号

保険料、被保険者資格、被保険者証等に関すること 資格管理課 06−4790−2028

給付事務、保健事業（健康診査等）、医療費通知、レセプト点検に関すること 給　付　課 06−4790−2031

事務局庶務、予算編成・経理、広域連合議会、広報広聴に関すること 総務企画課 06−4790−2029

後期高齢者医療被保険者証が変わります
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国勢調査員募集
【国勢調査】
　10月１日現在を調査期日として、全国一斉に行います。
　日本国内に住む、すべての人・世帯が対象となる大規模な調査で、５年に１度行われます。

【国勢調査員】
　国勢調査に従事する調査員は、総務大臣から任命される非常勤の国家公務員です。任命期間は８月下旬～10月
下旬（予定）です。

［募集資格］
　次のすべての要件を満たしている人が対象となります。
•責任を持って調査事務を遂行できる満20歳以上の人
•調査により知り得た情報や秘密の保護を遵守できる人
•警察、税務、選挙に直接関係のない人
•暴力団員、その他の反社会的勢力に該　当しない人、または、暴力団（員）と密接な関係を有しない人

［業務内容］
•調査員説明会への出席　　　　　•担当調査区の範囲と調査区内世帯の確認　　•調査票の記入依頼と配付
•回収した調査票の点検・整理　　•町への調査関係書類の提出

［報　　酬］
　国の基準に基づき支給され、担当調査区数と世帯数により変わります。
•１調査区担当で35,000円程度　　•２調査区担当で70,000円程度
※報酬については概算です。担当する世帯数によって変動します。１調査区当たりの世帯数は約50～100世帯です。

［申　　込］
　７月10日（金）までに秘書広報グループ窓口や太子町ホームページで配布する申込用紙、または、市販の履歴書
に住所、氏名、生年月日、電話番号、調査経験などを明記し、郵送、または、ご持参ください。
　後日面談の上、調査員の登録を行います。
※持参は午前９時～午後５時30分受付。
※土、日曜日を除く。
※郵送は７月10日の消印有効。
※申込多数の場合は、調査を依頼できない場合があります。

［そ の 他］
　調査活動中の事故などの保障については「国家公務員災害補償法」が適用されます。健康保険、厚生年金保険、
雇用保険などの適用はありません。
◆申込・問合せ　〒583-8580　太子町大字山田88番地　太子町秘書広報グループ　☎98-5531

［と　　き］８月２日（日）
［と こ ろ］和歌山県高野山
［行　　程］
午前７時 町立万葉ホール前（集合・出発）
午前９時 ドライブイン矢立～高野山町石道～展

望台～大門（昼食）～鉄塔跡～ろくろ
峠～女人堂跡～中の橋（約10㎞）

午後３時30分　中の橋～奥の院
午後４時30分　中の橋駐車場（出発）
午後６時 太子町役場着（予定）
［対　　象］�町内在住、在勤、在学（小学生以上）で健康に

自信のある人（小学生の場合は保護者同伴）

［定　　員］80人（先着順）
［参 加 費］2,500円（中学生以下は1,500円）
［持 ち 物］雨具、飲物、昼食など
［申　　込］７月10日（金）午前９時から
※土日、祝日を除く、午前９時～午後５時30分まで
※定員になり次第締め切ります。　　
※参加費を添えてお申込みください。
［受付場所］太子町教育委員会事務局
［主　　催］太子町体育連盟
◆申込・お問合せ　
　生涯学習グループ　☎98-5534

国勢調査員募集

　山上の聖地（町石道・女人道・奥の院）を巡り、自然を満喫しませんか。
 夏山登山参加者募集 55
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取扱店募集！
たいしくんプレミアム商品券

注意事項
商品券の利用対象とならないものもあります。
•有価証券、金券、ビール券、図書券、切手、印紙、プリペイドカードなどの換金性の高いもの
•医療費、薬など保険適用されるもの
•たばこ事業法（昭和59年８月10日法律第68号）第２条第１項第３号に規定する製造たばこ
•土地、家屋購入、家賃、地代、駐車場（一時預かりを除く）などの不動産　など

問 合 せ 富田林商工会　　　　　　　　☎25-1101
にぎわいまちづくりグループ　☎98-5521　

顧客拡大・
販売促進の
チャンス

１万２千円分の商品券を１万円で販売。期間限定の商品券です。

　地域の消費拡大と経済の活性化を目的に販売する “たいしくんプレミアム商品券 ”を使え
る取扱店を募集しています。
　このプレミアム商品券を使用できるのは、事前に取扱店として登録頂いた店舗のみとなり
ます。ぜひ、ご応募ください。

取扱店募集！

平成27年８月28日（金）～９月３日（木）まで発売
10,000円で購入した商品券で12,000円分の20％お得なお買い物ができる！！　

［利用期間］８月28日（金）～12月31日（木）
［販売価格］10,000円（500円券×24枚）
※お一人５冊まで（限定6,000冊）。※売り切れ次第終了します。

［販売窓口］まちづくり観光交流センター（太子町役場横）
［使用可能店舗］取扱店として登録している太子町内の各店舗で使用できます
購入方法など詳しくは、広報太子８月号に掲載します。

たいしくんプレミアム商品券

募 集 期 間 ７月１日（水）～７月31日（金）

申 込 方 法

富田林商工会、または、富田林商工会ホームページ（http://www.tonshow.or.jp/）で配
布する『取扱店登録申請書』に必要事項を明記し、下記まで持参、または、郵送ください。
※受付時間　午前９時～午後５時。土日、祝日を除く。
富田林商工会（〒584−0012　富田林市栗ヶ池町2969－5）

申 込 資 格

以下を除く、太子町内に事業所、または、店舗のある事業者であること。
（たいし聖徳市での販売に関してのみ、取扱店として登録できます）
◦�風俗営業等の規制及び業務の適正化に関する法律（昭和23年法律第122号）第２条に
規定する営業を行うもの
◦�特定の宗教、政治団体と関わる場合や業務の内容が公序良俗に反する営業を行うもの
◦�太子町暴力団排除条例（平成25年太子町条例第20号）第２条第２号に規定する暴力団員、
または、同条第３号に規定する暴力団密接関係者が関与する事業者が営業を行うもの
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　６月５日（金）、町立磯長小学
校５年生の田植え体験を行いま
した。
　田植えは、大阪府の補助事業
を活用して、平成22年度から
運営されている「学習農園」で
行いました。
　当日は農園の管理をしている
磯長小学校学習農園応援隊の皆
さんにも応援頂き、泥に足をと

磯長小学校児童の田植え体験

られ、子どもたちの歓声が飛び
交う楽しいひとときとなりまし
た。

　５月17日（日）、太子・和み
の広場で、たいし聖徳市＆ご当
地キャラ大集合が行われ、たい
しくんのお友だちのご当地キャ
ラが大集合しました。
　当日は、ご当地キャラのみん
なと一緒に写真撮影や体操をし
たり、「河内声明の会」による声
明や「ダンススタジオＫｉＫｉ」
によるダンスステージもあり、

たいし聖徳市＆ご当地キャラ大集合！

盛りだくさんの内容でした。
　五月晴れのいいお天気のも
と、町内外から大勢の来場者が
あり、皆さん楽しいひと時を過
ごされていました。

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動（
５
月
11
日
～
20
日
）に
と
も
な
い
、
11
日（
月
）、
近

鉄
上
ノ
太
子
駅
前
、
19
日（
火
）、
町
内
ス
ー
パ
ー
前
で
、
太
子
町
「
交
通
事
故
を

な
く
す
運
動
」
推
進
協
議
会
と
富
田
林
警
察
署
と
の
共
催
に
よ
る
交
通
安
全
街
頭

啓
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
や
高
齢
者
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
交
差
点
で
は
信
号
を
必
ず
守
り
、
無
理
な
横
断
は
絶
対
に
や
め
、
左
右
の
安

全
を
確
認
し
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

　

６
月
１
日（
月
）～
５
日（
金
）の
５
日
間
、
唐
川
ホ
タ
ル
を
守
る
会
主
催
の
ホ
タ

ル
観
賞
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
上
下
流
広
域
で
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
幻
想
的
な
乱
舞
が
観
察
さ
れ
、
神

秘
的
に
美
し
く
舞
う
ホ
タ
ル
を
見
て
、
お
と
な
も
子
ど
も
も
夢
中
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

※�

町
で
は
平
成
25
年
４
月
に
太
子
町
ホ
タ
ル
保
護
条
例
を
制
定
し
、
唐
川
の
ホ
タ

ル
が
舞
う
一
部
を
保
護
区
域
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

か
ら
か
わ
・
ほ
た
る
観
賞
会
の
夕
べ

　
　
　
幻
想
的
な
光
に
感
激
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動（
５
月
11
日
～
20
日
）に
と
も
な
い
、
11
日（
月
）、
近

鉄
上
ノ
太
子
駅
前
、
19
日（
火
）、
町
内
ス
ー
パ
ー
前
で
、
太
子
町
「
交
通
事
故
を

な
く
す
運
動
」
推
進
協
議
会
と
富
田
林
警
察
署
と
の
共
催
に
よ
る
交
通
安
全
街
頭

啓
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
や
高
齢
者
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
交
差
点
で
は
信
号
を
必
ず
守
り
、
無
理
な
横
断
は
絶
対
に
や
め
、
左
右
の
安

全
を
確
認
し
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

第23回太子町スポーツ大会が閉幕
　

６
月
１
日（
月
）～
５
日（
金
）の
５
日
間
、
唐
川
ホ
タ
ル
を
守
る
会
主
催
の
ホ
タ

ル
観
賞
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
上
下
流
広
域
で
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
幻
想
的
な
乱
舞
が
観
察
さ
れ
、
神

秘
的
に
美
し
く
舞
う
ホ
タ
ル
を
見
て
、
お
と
な
も
子
ど
も
も
夢
中
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

※�

町
で
は
平
成
25
年
４
月
に
太
子
町
ホ
タ
ル
保
護
条
例
を
制
定
し
、
唐
川
の
ホ
タ

ル
が
舞
う
一
部
を
保
護
区
域
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

　スポーツ大会は５月９日（土）から５週間、太子町立総合スポーツ公園をはじめ各
施設で、14種目が行なわれました。
　大会には、たくさんの人が参加され、スポーツを通して交流し、親睦を深めました。
第23回太子町スポーツ大会結果
［ソフトテニス］
《一般の部》
優　勝　勘米良知恵
準優勝　泉　　大三
第３位　中川　真志
《中学生一部》
優　勝　泉谷　茜音・米田つむぎ
準優勝　今西　萌花・仲村　優花
第３位　松永　童那・金子　　咲
第３位　宮崎　由唯・石原　七海
《１年生の部》
優　勝　宮崎　真優
準優勝　木村　桜子
準優勝　浦上　　杏
［クロリティー］
優　勝　株田　湛孚
準優勝　田中　康彦
第３位　松宮　妙子
［ソフトボール］
優　勝　ウエスタンズ
準優勝　ブラックエンジェルス
第３位　フリーズ
［バスケット］
優　勝　わっち～ず
準優勝　Atomicplay-boy
第３位　TRINITY（裏）
［バドミントン］
《１部》
優　勝　八木　　裕・豊澤　良美
準優勝　大山　成徳・堀内　孝茂
《２部》
優　勝　中村　則香・桑原　令子
準優勝　江口　長子・吉田　泰代
第３位　林　　智恵・田中あかね
［テニス］
《女子ダブルス》
優　勝　八木美由紀・白井　千夏
準優勝　出田めぐみ・西脇佐登美
第３位　辻宅喜代美・西村　雅子
第３位　関本　友香・水口　史子
《男子ダブルス》
優　勝　十時　久延・山田　善昭
準優勝　上村　一弘・三好　多成
第３位　岩下　勝利・楢崎　洋一
第３位　遠山　典男・新宮　　武
［グランドゴルフ］
優　勝　藤山　總明
準優勝　中山　篤美
第３位　麻野　明子
［ゲートボール］
優　勝　Ａチーム
準優勝　Ｃチーム

［卓球］
《シングル》
優　勝　岡本　香代
準優勝　竹内　秀夫
第３位　三浦久美子
《ダブルス》
優　勝　上田　久子・三浦　康正
準優勝　竹内　秀夫・茂中　豊子
第３位　岡本　香代・茅原多加子
［インディアカ］
《混合の部》
優　勝　ラビッツ
準優勝　モンキーズ
《女子の部》
優　勝　Ocean�Five
準優勝　レッドウィング・グー
第３位　つばさ
第３位　スナップ
［バレーボール］
優　勝　さくら坂
準優勝　Peace
第３位　ラファーガ
第３位　ガチャピンズ
［スカイクロス］
《男子の部》
優　勝　南野　　明
準優勝　土手本島男
第３位　岡崎　　要
Ｂ．Ｂ　増尾　辰男
《女子の部》
優　勝　岡崎　泰子
準優勝　長久セツ子
第３位　松宮　妙子
Ｂ．Ｂ　本田理恵子
［剣道］
《小学生の部》
優　勝　佐野　由季
準優勝　松尾　弥礼
第３位　松本　明久
第４位　石田奈南実
《中学１・２年生の部》
優　勝　松尾　　和
準優勝　堀内　　凌
第３位　田中　颯太
第４位　立石　　航
《中学３年生の部》
優　勝　吉田　航生
準優勝　ミアス　ペットラ
第３位　篠田　彩馨
［ゴルフ］
優　勝　匿名
準優勝　北村　卓男
第３位　奥埜　雅偉
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　春の全国地域安全運動（５月21日～30日）に合わせ、５月
21日（木）、近鉄上ノ太子駅で、防犯委員や富田林警察の皆
さんによる地域安全運動街頭キャンペーンが行われました。
　この運動は、犯罪のない安全で安心して暮らせるまちづ
くりをめざすもので、全国的な運動です。今回はひったく
りなど街頭犯罪の被害防止、子どもや女性を犯罪から守る
活動の推進、空き巣など住宅を対象とする侵入窃盗の被害
防止、車上ねらい・部品ねらいの盗難被害防止を重点として、
「しっかり注意して被害にあわないように」と呼びかけました。

みんなで力をあわせて
安全・安心まちづくり　５月10日（日）、青少年指導員会主催による宝さがしゲー

ムが、太子・和みの広場で行われました。
　家族連れや子どもたちが168人参加し、青少年指導員の
ヒントをもとにキーワードをさがしたり、サイコロゲーム
に挑戦したり、楽しいひとときを過ごしました。

　５月25日（月）、町立磯長・山田両小学校、６月２日（水）、町立中学校で、防犯委員による防犯啓発活動が行われました。
　登校時、児童・生徒たちは大きな声であいさつをし、「イカのおすし」という防犯キャッチフレーズを学んでいました。

「イカのおすし」とは
　◦知らない人について「いか」ない
　◦知らない人の車に「の」らない
　◦危険なことにであったら、「お」おごえをだす
　◦こわかったら、「す」ぐにげる
　◦家の人に「し」らせる
という、子どもが覚えやすい、犯罪にあわないための合言葉です。

子どもたちに防犯意識を！

宝さがしゲーム！！
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人権コーナー

　５月27日（水）、町立万葉ホールで、「人権意識の確立と高揚
及び全ての人の人権が尊重される豊かな社会の実現」をめざし、
平成27年度太子町人権協会の総会が行われました。
　第１部で今年度の事業計画などが承認された後、第２部の研
修会では「部落解放運動の歩み～人間は尊敬すべきもの～戦後
編Ⅱ　部落解放に向けた新たなステージ」のビデオが上映され、
人権問題について正しく知り、話し合い、学びあうことの大切
さを再認識しました。

◆問合せ　住民人権グループ　☎98-5515

　太子町人権擁護委員の井上芳子さんが、「全国人権擁護委員
連合会長表彰」を受賞されました。
　井上さんは、平成18年10月に人権擁護委員に着任され、以
来様々な活動により人権擁護と人権思想の普及高揚に尽くされ
ています。

　

◆問合せ　住民人権グループ　☎98-5515

太子町人権協会総会 全国人権擁護委員連合会長表彰

　

大
阪
府
教
育
委
員
会
か
ら
大
阪
教
育
大
学
に
赴
任

し
て
一
年
が
過
ぎ
、
こ
の
コ
ラ
ム
の
執
筆
も
今
回
が

四
回
目
に
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

文
部
科
学
省
教
科
調
査
官
の
田
村
学
氏
の
「
授
業

を
磨
く
」（
東
洋
館
出
版
社
）
と
い
う
書
物
に
こ
ん

な
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
札
幌
の
小
学
校
で
名
所
「
時
計
台
」
を
テ
ー

マ
に
探
究
的
な
学
習
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
、「
時
計
台
に
は
歴
史
が
あ
る
こ
と
」「
多

く
の
人
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
」「
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
る
こ
と
」
を
学
び
、
時
計
台
の
魅
力
を
実
感

的
に
捉
え
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
子
ど
も
た

ち
に
「
時
計
台
は
○
○
○
○
名
所
第
一
位
」
と
す
る

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
資
料
を
示
し
、
○
○
○
○
に
入
る

こ
と
ば
を
予
想
さ
せ
た
そ
う
で
す
。子
ど
も
た
ち
は
、

「
さ
っ
ぽ
ろ
」「
ど
さ
ん
こ
」「
ゆ
き
ぐ
に
」「
に
っ
ぽ
ん
」

な
ど
と
口
々
に
答
え
ま
し
た
‥
。

　

み
な
さ
ん
は
答
え
を
ど
う
予
想
さ
れ
ま
す
か
？
実

は
、答
え
は
「
が
っ
か
り
」
だ
っ
た
そ
う
で
す
。「
時

計
台
は
が
っ
か
り
名
所
第
一
位
」
だ
っ
た
の
で
す
。

答
え
を
聞
き
、
映
像
資
料
で
確
認
し
た
子
ど
も
た
ち

は
目
を
白
黒
さ
せ
て
驚
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
す
ぐ

に
こ
う
言
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
先
生
、
僕
た
ち
が
時
計
台
の
良
さ
を
観
光
客
の

人
々
に
伝
え
た
い
。」

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
札
幌
の
シ
ン
ボ
ル
時
計
台
の

魅
力
を
観
光
客
に
伝
え
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
探
究

活
動
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、「
自
発
的
・
能
動
的
に
学

び
始
め
る
課
題
設
定
の
場
面
」
の
事
例
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
○
○
○
○
」
に
「
が
っ

か
り
」
が
入
る
と
い
う
驚
き
の
事
実
を
印
象
的
に
提

示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
本
気
で
取
り

組
み
た
く
な
る
よ
う
な
課
題
が
設
定
さ
れ
た
事
例
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
学
校
で
の
学
習
の
場
面
は
、
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
、
問
題
が
用
意
さ
れ
て
い
て
、
す
で
に

学
ん
だ
知
識
や
技
能
を
使
っ
て
そ
れ
を
解
く
と
い
っ

た
場
面
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
解
き

方
さ
え
間
違
わ
な
け
れ
ば
、
た
い
て
い
、
答
え
は
一

つ
に
決
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
義
務
教
育
で
学
習
す
る
基
礎
的
・
基

本
的
な
内
容
、た
と
え
ば
、「
読
み
、書
き
、算
盤
（
計

算
）」
に
類
す
る
こ
と
は
、
教
室
で
先
生
の
説
明
を

し
っ
か
り
と
聞
き
、
何
度
も
何
度
も
反
復
練
習
を
し

て
身
体
に
し
み
つ
く
ま
で
叩
き
込
ま
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
国
際
成
人
力
調
査
（
Ｐ
Ｉ
Ａ

Ａ
Ｃ
）
で
、「
日
本
の
大
人
」
が
、
読
解
力
、
数
的

思
考
力
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
問
題
解
決
能
力
の
三
部

門
す
べ
て
で
、
参
加
24
か
国
中
一
位
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
、
基
礎
・
基
本
を
し
っ
か
り

と
叩
き
込
ま
れ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

た
だ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分

で
な
い
の
も
ま
た
事
実
で
す
。

　

社
会
に
出
れ
ば
、
問
題
や
課
題
の
所
在
さ
え
明
ら

か
で
な
い
場
面
に
も
遭
遇
す
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

仮
に
問
題
や
課
題
が
見
つ
か
っ
た
と
し
て
も
、
一
人

で
は
到
底
解
決
で
き
ず
、
仲
間
と
協
働
し
て
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

社
会
に
出
て
か
ら
そ
う
い
う
状
況
が
想
定
さ
れ
る

な
ら
ば
、
ぜ
ひ
と
も
練
習
さ
せ
て
お
い
て
あ
げ
た
い

と
思
う
の
が
親
心
で
あ
り
、
親
の
責
任
、
教
師
の
責

任
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
、「
自

発
的
・
能
動
的
に
学
び
始
め
る
」
仕
掛
け
づ
く
り
が
、

基
礎
・
基
本
を
徹
底
的
に
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
と

並
ん
で
、
学
校
の
先
生
の
と
て
も
大
切
な
仕
事
に

な
っ
て
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
大
学
生
を
教
え
て
い

る
私
自
身
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

田
村
氏
の
「
授
業
を
磨
く
」
は
、
こ
の
よ
う
な
視

点
か
ら
「
授
業
」
を
さ
ま
ざ
ま
に
読
み
解
い
て
く
れ

る
書
物
で
、
し
ば
ら
く
は
、
私
の
デ
ス
ク
で
頑
張
っ

て
く
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人権擁護委員とは

　法務局と連携して、地域の皆さんから人権相談を受け、
問題解決のお手伝いをしたり、人権侵害の被害者を救済し
たり、地域の皆さんの人権について、関心を持ってもらえ
るような啓発活動を行っています。
●現在の太子町人権擁護委員は、以下の５人です。
　筒井　一太（春日）　　井上　芳子（春日）
　佃井　恵一（山田）　　葊田美知子（太子）　
　明石　志郎（聖和台）

このごろ思うこと ～「学び」とは何だろう～　大阪教育大学　恩知　忠司人権コラム「よき日へ」

　人権コーナー「気づく」では、人権に関する様々な問題や啓発推進
情報をお知らせします。
　小さなことでもまず気づくことが、お互いを尊重し、一人ひとりが豊
かに生きることができる社会につながる。「気づく」には、そんな願いが
込められています。

気づく
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◆
大
阪
府
青
少
年
指
導
員
連
絡
協
議
会

　

会
長
表
彰

　

荒
川　

康
雄（
太
子
町
青
少
年
指
導
員
）

◆
南
河
内
地
区
剣
道
春
季
大
会

◦
男
子
個
人
の
部　

ベ
ス
ト
８

　

杉
岡　
　

樹（
太
子
中
３
年
）［
写
真
右
］

◦
女
子
個
人
の
部　

ベ
ス
ト
８

　

久
保
田
楓
花（
太
子
中
２
年
）［
写
真
左
］

◆
南
河
内
地
区
剣
道
春
季
大
会

◦
男
子
団
体
の
部　

準
優
勝

◦
女
子
団
体
の
部　

第
３
位

　

太
子
中
剣
道
部

◆
南
河
内
地
区
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

春
季
大
会　

準
優
勝

　

太
子
中
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

◆
南
河
内
地
区
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

春
季
大
会　

優
勝

　

太
子
中
女
子
テ
ニ
ス
部

　

泉
谷
・
米
田
組

　

泉
谷　

茜
音（
太
子
中
３
年
）［
写
真
左
］

　

米
田
つ
む
ぎ（
太
子
中
３
年
）［
写
真
右
］

◆
太
子
ス
プ
リ
ン
グ
杯
２
０
１
５

　

５
年
生
の
部　

第
３
位

　

太
子
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

◆
太
子
ス
プ
リ
ン
グ
杯
２
０
１
５　

　

４
年
生
の
部　

第
３
位

　

太
子
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

道の駅　近つ飛鳥の里•太子

8月2日（日）
午前8時～正午

◆問合せ　近つ飛鳥の里・太子運営協議会　☎98－2786
太子産ぶどうの特別販売をします！！

ぶどう祭ぶどう祭ぶどう祭
太子産ぶどうの特別販売をします！！

人敬
称
略

はなまる

400ml献血へのご協力をお願いします
　私たちの体は、異物が体内に侵入してきた時は激しく防御します。輸血に同じ血
液型の血液を使用するのはこのためですが、同じ血液型といっても実は一人ひと
り微妙に異なり、同型であっても何人もの血液を輸血することは必ずしもベスト
ではありません。
　400ml 献血は、200ml 献血と同様にすべての血液成分を頂く献血方法ですが、
患者さんが輸血をうける場合、200ml献血に比べて半分の人数の献血者から頂く
血液ですみ、輸血による感染症や副作用を少なくすることができます。
　ぜひ、400ml 献血にご協力ください。
※�平成23年度から、男性に限り17歳から「400ml 献血」ができるようになって
います。

［と　き］7月9日（木）
午前10時～正午　午後１時～４時

［ところ］町立保健センター
◆問合せ　健康増進グループ　☎98−5520

55
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▪
街
道
筋
挙
げ
て
御
影
供
詣
か
な	

小
路
喜
与
志

▪
煎
餅
の
音
ま
で
美
味
し
春
夕
べ	

藤
嶋　

和
久

▪
朝
寝
し
て
庄
助
さ
ん
の
心
地
か
な	

西
村
美
智
子

▪
千
体
の
地
蔵
に
千
の
風
車	

麻
野　

明
子

▪
夏
来
た
る
万
葉
一
首
諳
ん
ず
る	

丸
山　

秀
子

▪
や
は
ら
か
き
風
を
は
ら
み
て
鯉
幟	

平
木
佳
代
子

▪
箸
先
に
さ
み
ど
り
零
し
木
の
芽
和
え	

辻
本
佳
代
子

▪
花
の
宴
人
等
の
笑
顔
満
開
に	

髙
田　

正
裕

▪
小
さ
き
こ
と
ど
う
で
も
よ
ろ
し
山
笑
ふ	

余
保　

英
代

▪
鄙
び
た
る
茶
屋
の
も
て
な
し
若
葉
風	

明
石　

志
郎

▪
今
一
度
会
へ
ぬ
が
ま
ま
に
春
は
逝
く	

南　
　

魚
水

▪
園
児
達
青
空
の
下
に
ぎ
や
か
に	

上
田
美
佐
子

▪
空
白
へ
答
え
書
け
ず
に
時
間
来
る	

山
下　

和
男

▪
ヒ
マ
ワ
リ
が
夏
空
見
上
げ
嬉
し
そ
う	

上
田　

恒
子

▪
高
原
に
ひ
と
き
わ
映
え
る
空
の
青	

小
路　

淳
水

▪
梅
雨
空
に
枇
杷
の
実
映
え
て
蛙
な
く	

奥
田　

早
苗

▪
空
青
し
飛
行
機
雲
の
延
び
て
行
く	

山
本　

博
子

▪
空
元
気
歳
に
は
勝
て
ぬ
老
の
坂	

笹
部　

次
夫

▪
雨
上
が
り
夕
焼
け
空
に
紅
浮
か
ぶ	

三
浦
冨
美
子

▪
土
用
丑
う
な
ぎ
か
ば
焼
き
空
腹
感	

川
村　
　

勧

▪
領
空
と
天
ま
で
し
き
る
人
の
エ
ゴ	

籾
山　
　

隆

▪
二
死
満
塁
何
を
聞
い
て
も
上
の
空	

桑
原　
　

優

▪
空
模
様
気
に
し
て
持
っ
た
傘
が
邪
魔	

奥
田　

芳
江

■
ゆ
ず
り
ま
す

•

介
護
用
歩
行
器［
無
料
］

•

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト［
無
料
］

■
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い

•

炊
飯
器（
保
温
可
能
な
も
の
）［
無
料
］

•

ピ
ア
ノ（
電
子
ピ
ア
ノ
）［
無
料
］

•

山
田
小
学
校
高
学
年

制
服（
男
児
用
）［
相
談
］

◎
ゆ
ず
り
た
い
も
の
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
も
の
が
あ
れ
ば
、
消
費
生
活
友
の

会
会
員
ま
た
は
事
務
局
、
に
ぎ
わ
い

ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
（
☎
９
８-

５
５
２
１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

公
民
館
行
事
予
定
　
7
月

▼
ス
ケ
ッ
チ
教
室

　
　

７
月
11
日（
土
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
寿
学
級
健
康
体
操
教
室

　
　

７
月
４
日（
土
）・
18
日（
土
）

　
　

午
後
２
時
～
４
時

▼
子
ど
も
茶
道
教
室

　
　

７
月
４
日（
土
）

　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

図
書
室
行
事
予
定
　
7
月

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

［
と　

き
］
７
月
18
日（
土
）

［
と　

き
］
午
後
１
時
30
分
～
２
時

［
と
こ
ろ
］
町
立
図
書
室

※�

詳
し
く
は
図
書
室
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　
図
書
室　
☎
９
８-

５
５
２
６

　
　
　
　
　

富田林病院職業体験
「とんとんキッズ探検隊」

　普段見ることのできない手術室やレントゲン室な
どの見学や職業体験を行います。

［と　き］８月15日（土）
午前９時～午後０時10分
午後２時～５時10分　全２回

［ところ］富田林病院
［対　象］太子町、富田林市、河南町、千早赤阪村に

在住する小学生で初めて参加する人
※小学校１、２年生は保護者同伴。

［定　員］各20人（抽選）
［参加費］無料
［申　込］７月６日（月）～17日（金）【消印有効】

ハガキに①参加希望時間②郵便番号③住
所④連絡先（自宅・保護者携帯番号）⑤保
護者氏名⑥参加児童氏名（フリガナ、学年）
を明記し、ご郵送ください。

※１家族１枚（家族分のみ）の応募とさせて頂きます。
◆申込・問合せ
　〒584-0082　富田林市向陽台1-3-36
　富田林病院総務課
　「とんとんキッズ探検隊」係
　☎29-1121

道の駅会員募集！
　道の駅近つ飛鳥の里・太子では、新鮮野菜の納品
に協力して頂ける、生産農家を募集します。ぜひご
登録ください。また、販売アルバイトも募集してい
ます。
　会員のお申し込みなど詳しくは、お問い合わせくだ
さい。
◆問合せ　道の駅　近つ飛鳥の里・太子
　　　　　☎98-2786

キックボクササイズ教室メンバー募集！
　参加者募集！体験・見学もできます。
　ミット打ちや音楽に合わせて体を動かしてリフ
レッシュしましょう。

［と　き］毎週（木）午後１時15分～２時30分
毎週（日）午前10時～11時15分

［ところ］町立総合体育館２階　サブアリーナ
◆問合せ　宮野　☎090-2068-2759

俳
句

敬
称
略

川
柳

　空

敬
称
略

●
８
月
号
の
題
は「
海
」（
締
め
切
り
７
月
５
日
）。
９
月
号
の
題
は「
楽
」

（
締
め
切
り
８
月
５
日
）
で
す
。
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ひ と の う ご き
� （　）内は前月比

�人　口�13,920人人（－14）� 転入 25人
� 男� 6,840人人（－ 9）� 転出 33人
� 女� 7,080人人（－ 5）� 出生 5人
�世帯数� 5,405世帯（＋ 2）� 死亡� 11人

まちの面積　　14.17㎢
（₆月₁日現在）
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受けましょう！がん検診
［場所］町立保健センター
※�検診費用として、各項目ごとに500円
が必要です。

（子宮頸がん・乳がん検診・大腸がん検診）

申し込みをお忘れなく

胃・大腸がん検診
実 施 日　７月31日（金）午前
対 象 者　40歳以上の人
募集人数　50人

※�原則、胃・大腸がん検診は、セット
検診（1,000円）です。

肺がん・結核検診
実 施 日　７月31日（金）午前
対 象 者　40歳以上の人
募集人数　60人

※�胃・大腸がん検診（1,000円）も同
時に受けられます。

乳がん検診
［視触診とマンモグラフィ検査］

実 施 日　７月30日（木）午前・午後
対 象 者　40歳以上の女性

　　�〈昭和50年以前の偶数年生
まれの人〉

募集人数　54人

子宮頸がん検診
実 施 日　７月30日（木）午後
対 象 者　20歳以上の女性

　　�〈昭和…偶数年生まれの人
　　 平成…奇数年生まれの人〉

募集人数　80人

※�子宮頸がん・乳がん検診は２年に１
度の受診となります。（昨年度検診
を受けられなかった人は、お問い合
わせください。）

◎�電話でお申込みください。
　�受け付けは、検診実施日の１週間前
まで。ただし、定員になり次第締め
切ります。
◎�職場などで検診を受ける機会のある
人は、対象となりません。

◆申込・問合せ
　健康増進グループ　☎98－5520

がん検診推進事業

［内　　容］対象者に、検診費用が無料となるがん検診クーポン、検診手帳などを７月
上旬にお送りします。

［対　　象］平成27年４月20日現在、町内に在住の、前年度（平成26年４月１日～平
成27年３月31日）に下記対象年齢になった人。

【子宮頸がん検診の対象年齢】
20歳：平成６年４月２日～平成７年４月１日生まれ
【乳がん検診の対象年齢】
40歳：昭和49年４月２日～昭和50年４月１日生まれ
【大腸がん検診の対象年齢】
40歳：昭和49年４月２日～昭和50年４月１日生まれ
45歳：昭和44年４月２日～昭和45年４月１日生まれ
50歳：昭和39年４月２日～昭和40年４月１日生まれ
55歳：昭和34年４月２日～昭和35年４月１日生まれ
60歳：昭和29年４月２日～昭和30年４月１日生まれ
※�現在、妊娠中、授乳中の人は、クーポン券を使用しての乳がん検診は受診できま
せん。

［実施期間］７月１日（水）～平成28年２月29日（月）
［実施医療機関］
クーポン券と一緒に同封しています。
※�上記対象者で、４月以降に町が行った子宮頸がん。乳がん検診、または、大腸が
ん検診を受診されている場合、クーポン券による受診はできません。
　�ただし、検診自己負担額500円については返還しますので、クーポン券がお手元に
届きましたらご連絡ください。
※対象者でクーポン券が７月10日（金）までに届かない人は、ご連絡ください。
◆問合せ　健康増進グループ　☎98-5520

とくとく集団健診予約受付中！

　８月21日（金）～25日（火）までの５日間、町立万葉ホールで行う、とくとく健診の
予約の受付を、７月10日（金）まで延期しました。
　まだ申込みをされていない人は、お急ぎください。
　とくとく健診の詳しい内容については、広報太子６月号をご覧頂くか、お問い合
わせください。

【予約受付専用電話番号】
☎98-5167　受付時間：午前９時～午後５時
※土、日曜日を除く。
※定員になりしだい締め切ります。
◆問合せ　健康増進グループ　☎98-5520　　保険医療グループ　☎98-5516

●暑くてもへっちゃら！
　青空ｇｏ!ｇｏ!広場
　今回の青空ｇｏ！ｇｏ！広場は、親子
で楽しむ水遊びを、ボランティアが応援
します。夏の遊びを楽しみましょう！

［と　き］７月28日（火）
午前10時～11時30分
（受付：９時45分～）

［ところ］太子・和みの広場
※雨天の場合は町立保健センター。

［対　象］就園前のお子さんとその保護者
※兄弟姉妹の参加も可能です。

［内　容］•巨大シャボン玉
•水遊び

［持ち物］着替え、水筒、タオル
※予約不要（受付時間内にお越しください）。

●こころほぐしの会
　（こころの健康相談会）
�　暑い季節がやってきました。日頃の
疲れは、気付かないところで身体に溜
まっていることがあります。
　こころも疲れていると感じたら、悩み
などを臨床心理士にご相談ください。

［と　き］７月31日（金）
午前10時～午後４時

［ところ］町立保健センター
［対　象］町内在住・在勤の人
［内　容］悩み・不安・ストレスなどの心

理的問題に対する個別相談
［費　用］無料
［申　込］事前に電話でご予約ください

◆申込・問合せ　健康増進グループ　☎98－5520
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